
（２）不登校について考える６つのポイント 

① 不登校という現象をどのように したらよいか？ 

 

まずは、“休むという苦しい選択をした”という理解に立つことが重

要です。子供は好んで休んでいるのではありません。自分を守るためのやむ

を得ない方策なのです。心の中は、行かなくてはならないけれど無理だという葛

藤と、不安や怒りなど、様々な気持ちでいっぱいになっています。 

不登校の初期は、心の中にたくさん詰まった不安や不満を周囲に爆発させたり、学校の

話題や人目を避けたりしてしまうことがあります。不登校の対応でご家族が混乱するこ

ともありますが、学校を休まなくてはならないほど大変な思い

をしているという視点をもっていただきたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

不登校は、５つ段階を通ると言われています。 

今、お子さんは、どの時期にいるのでしょうか？ 

対応方法等の詳細は、資料「（１）不登校の経過（５段階における特徴と対応」を 

ご覧ください。 

 

 

 

登校渋り

反抗・暴力

底

回復

再登校

私、どうなって

しまうのかな 

お父さん、 

お母さん、 

ごめんなさい 

勉強遅れちゃう 

学校に行けない

自分がだめだ 

登校ライン 

「回復」期に入ったら、登校刺

激を再開するタイミングです。 


